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◇
人 

事 

紹 

介
◇ 

 

総
会
で
承
認
さ
れ
た
新
任
人
事 

は
、
次
の
通
り
で
す
。 

◦
組
織
部
会
長 

 
 
 

伊
藤
隆
宣 

◦
教
育
部
会
副
部
会
長 

足
立
柳
子 

同
部
会 

理 

事 
 

熊
谷
直
行 

◦
監 

 

事 
 
 
 
 

須
藤
有
美 

 

主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で 

す
。『
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
』
は
、 

8
月
15
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。 

（
２
面
に
掲
載
） 

来
年
３
月
に
は
、 

杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
青
年
た
ち 

を
迎
え
て
、
原
爆
資
料
館
の
見
学 

や
被
爆
体
験
講
話
を
聴
き
、
被
爆 

の
実
相
を
学
ぶ
『
広
島
平
和
学
習 

会
』
を
実
施
し
ま
す
。 

次
の
時
代
を
担
う
高
校
生
、
青 

年
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

平
和
を
実
現
す
る
確
固
た
る
心
を 

持
ち
、
行
動
で
き
る
人
に
な
り
ま 

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

（
部
会
長 

内
田
一
士
） 

 

結
集
さ
せ
、
持
続
的
で
幅
広
い
活 

動
に
す
る
か
で
す
。 

 

朝
鮮
通
信
使
行
列
へ
の
参
加
事 

業
で
は
、
本
年
度
初
め
て
高
校
生 

や
大
学
生
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
若
い
人
た
ち
の
活
動
の
輪
を 

広
げ
、
横
断
的
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な 

活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
こ 

れ
ま
で
の
活
動
の
転
換
を
図
る
工 

夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
部
会
長 

政
木
恵
美
子
） 

 

学
校
・
大
学
・
公
民
館
に
発
送
し
、 

９
月

30

日
を
締
切
と
し
て
い
ま

す
。 お

寄
せ
い
た
だ
い
た
活
動
報
告

を
、
活
動
奨
励
賞
候
補
推
薦
委
員
会

で
審
査
し
、
そ
の
後
、
選
定
委
員
会

で
精
査
・
検
討
を
重
ね
、
授
賞
団
体

を
決
定
。
11
月
下
旬
頃
、
各
団
体
に

通
知
し
ま
す
。 

授
賞
式
は
２
０
２
５
年
２
月
８

日
（
土
）、
広
島
市
文
化
交
流
会
館
に

て
執
り
行
い
ま
す
。 

（
部
会
長 

坂
本
美
智
子
） 

 

 

 
○
す
べ
て
の
人
の
生
命
を
大
切 

に
し
ま
す 

○
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん 

○
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助 

け
合
い
ま
す 

○
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え 

ま
す 

○
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境 

を
守
り
ま
す 

○
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す 

（ 

「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
は
、
ノ 

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
た
ち
が 

起
草
し
た
６
項
目
の
誓
い
） 

 

わたしの平和宣言 

 

 

 

 

青
少
年
育
成
部
会 

 

 

 

文 

化 

部 

会 

 

 

国 

際 

部 

会 

 

 

松
岡
盛
人
会
長
か
ら
一
言 

 

 

平
和
・
世
界
遺
産
部
会 

 

 

広 

報 

部 

会 

１
『
英
語
で
ガ
イ
ド
in
ひ
ろ
し
ま
』 

日
時
：
7
月
27
日
（
土
）
28
日
（
日
） 

 

２
『
英
語
で
語
ろ
う
世
界
の
こ
と
』 

日
時
：
10
月
20
日
（
日
） 

会
場
：
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

 
対
象
者
：
15
歳
～
30
歳 

３
『
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』 

日
時
：1

2
月2

2

日
（
日
） 

会
場
：
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

世
界
が
大
き
く
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ 

フ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
未 

来
を
切
り
開
く
新
し
い
価
値
観
を 

日
本
か
ら
見
る
世
界
で
は
な
く
、 

３
『
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
』 

日
時
：
12
月
22
日
（
日
） 

会
場
：
広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

世
界
が
大
き
く
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ 

フ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
未 

来
を
切
り
開
く
新
し
い
価
値
観
を 

日
本
か
ら
見
る
世
界
で
は
な
く
、 

世
界
か
ら
見
る
日
本
の
視
点
か
ら 

考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま 

す
。
右
記
の
参
加
体
験
型
３
事 

業
が
、
未
来
を
生
き
る
若
い
人
々 

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
を 

願
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
部
会
長 

横
佩
智
恵
） 

 

第
27
回
「
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動 

奨
励
賞
」
の
事
業
計
画
を
推
進
す 

る
た
め
6
月
22
日
、
第
１
回
教
育 

部
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
後
の
取
組
と
し
て
、
7
月
下 

旬
に
応
募
要
項
を
各
小
・
中
・
高
等 

学
校
・
大
学
・
公
民
館
に
発
送
し
、 

９
月
３０
日
を
締
切
と
し
て
い
ま

す
。 

 

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
は
１
９
８
８ 

年
に
始
ま
り
、
今
年
で
36
年
目
、 

１
８
５
回
（
７
月
６
日
既
開
催
・
２ 

面
掲
載
）
を
迎
え
ま
し
た
。
国
際 

・
教
育
・
科
学
・
文
化
を
中
心
に 

各
分
野
に
熟
知
し
て
い
る
方
を 

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
年
３
回 

実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
か
ら

得
た
知
識
が
、
自
分
の
ス
キ
ル
の

向
上
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
を
企
画

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
部
会
長 

髙
田
幸
子
） 

 

創
造
的
な
活
動
に
若
い
力
を
！ 

＊
朝
鮮
通
信
使
行
列
（
５
月
既
開
催 

・
2

面
掲
載
） 

＊
大
邱
マ
ダ
ン(

５
月)  

＊
ぺ
あ
せ
ろ
べ
（

10

月) 
＊
ユ
ネ
ス
コ
大
邱
協
会
訪
問
（

10

月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
２
面
掲
載
） 

＊
国
際
フ
ェ
ス
タ
（

11

月
・
２
面
掲
載
） 

国
際
部
会
の
最
大
の
課
題
は
、 

若
い
人
た
ち
の
力
を
ど
の
よ
う
に 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
お
力
添
え 

に
よ
り
、
設
立
５０

周
年
事
業
を 

遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
、
当
会
の
将
来
に
向
け 

て
、
持
続
可
能
な
組
織
の
再
構
築 

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

熟
年
層
会
員
は
も
と
よ
り
、
次 

代
を
担
う
青
壮
年
の
会
員
増
強
は 

喫
緊
の
課
題
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら 

積
極
的
に
お
声
掛
け
を
し
て
い
た 

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
本
年
度
以 

降
、
青
年
（
大
学
生
を
含
む
）
対 

象
事
業
を
検
討
・
実
施
し
て
ま
い 

り
ま
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

喫
緊
の
課
題 

で
す
。
皆
さ 

ま
か
ら
積
極 

的
に
お
声
掛 

け
を
し
て
い 

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
本
年
度

以
降
、
青
年
（
大
学
生
を
含
む
）
対

象
事
業
を
検
討
・
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

機
関
紙
年
３
回
発
行
、
Ｈ
Ｐ
の 

充
実
を
図
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協 

力
に
よ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
情 

報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
て
い 

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
情
報
提
供
を 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
部
会
長 

岡
平
裕
次
） 

５月 25 日に行われた広島ユネスコ協会の総会 

 
 

会
長
、
部
会
長
の
抱
負
と
活
動
紹
介 

平
和
構
築
へ
人
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大 

50

 
本
年
度 

 

 

教 

育 

部 

会 
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朝
鮮
通
信
使
再
現
行
列
が
、
５ 

月 
３ 

日(

金)

、
行
わ
れ
ま
し
た
。 

駐
広
島
大
韓
民
国
総
領
事
館
に
よ 

る
再
現
行
列
は
、
２
０
１
６
年
よ 

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
は
、 

昨
年
に
引
き
続
き
松
岡
盛
人
会
長 

が
対
馬
藩
主
の
役
柄
で
行
列
に
参

加
。
本
年
は
、
高
校
生
を
は
じ
め
世

界
各
国
の
若
い
人
た
ち
の
参
加
も 

  
 

元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
投
手 

長
島
吉
邦
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て 

７
月
６
日
（
土
）
に
開
か
れ
た
ユ 

ネ
ス
コ
サ
ロ
ン
で
、
元
広
島
東
洋 

カ
ー
プ
投
手
、
長
島
吉
邦
さ
ん
（
75
） 

＝
写
真
＝
か
ら
「
広
島
カ
ー
プ
と 

朝
鮮
通
信
使
パ
レ
ー
ド 

 

杉
並
ユ
協
の
平
和
学
習 

 

「
共
に
学
ぶ
」
大
邱
と
の
交
流 

『
広
島
カ
ー
プ
と
私
』 

 
『
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
』 

 

『
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
』
の 

集
い
を
、
８
月
15
日
（
木
）
午
前
10 

時
か
ら
、
協
会
員
や
市
民
、
高
校
生 

ら
が
参
加
し
て
、
広
島
平
和
記
念
公 

園
の
「
平
和
の
鐘
」
の
前
広
場
で
開 

催
し
ま
す
。
本
年
で
23
回
目
。 

広
大
附
属
高
校
生
ら
の
平
和
の

ス
ピ
ー
チ
や
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心

中
・
高
校
合
唱
部
の
合
唱
の
後
、
全

員
で
黙
祷
、
平
和
を
願
っ
て
打
鐘
し

ま
す
。
暑
さ
対
策
を
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
部
会
長 

内
田
） 

 

本
年
も
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の 

高
校
生
・
大
学
生
11
名
が
、
３
月 

に
広
島
を
訪
れ
、
平
和
学
習
を
実

施
。 広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
27
、
28

の
両
日
、
受
け
入
れ
案
内
に
務
め
ま 

し
た
。 

こ
の
平
和
学
習
は
、
１
９
９
８
年 

か
ら
25
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。 

 

27
日
に
は
、
原
爆
資
料
館
を
見
学 

し
た
後
、
被
爆
者
の
石
橋
紀
久
子 

さ
ん
か
ら
被
爆
体
験
講
話
を
聴
き
、 

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
学
び 

ま
し
た
。 

28
日
に
は
、
広
島
放
射
線
影
響 

研
究
所
を
訪
問
し
、
研
究
員
か
ら 

研
究
所
創
設
か
ら
の
経
緯
や
、
現 

在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

崇
徳
高
校

新
聞
部
の
8

名
と
顧
問
の

先
生
も
参
加

し
て
く
だ
さ

り
、
意
見
交
換

な
ど
行
い
、
有

意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
(

部
会
長 

内
田) 

10

月
に
大
邱
を
訪
問
し
、
日 

本
と
韓
国
の
歴
史
を
共
に
学
び
、 

交
流
を
深
め
ま
す
。
本
年
度
は
、 

浦
項
市
に
あ
る
「
日
本
人
家
屋
通 

り
」
に
も
。
こ
こ
は
戦
前
ま
で
日 

本
人
が
住
ん
で
い
た
場
所
で
、
今 

も
残
っ
て
い
る
50
軒
あ
ま
り
の 

日
本
式
家
屋
や
日
韓
産
業
協
力
に 

よ
っ
て
発
足
し
た
ポ
ス
コ
浦
項
製 

鉄
所
に
も
訪
問
し
ま
す
。 

り
」
に
も
。
こ
こ
は
戦
前
ま
で
日 

本
人
が
住
ん
で
い
た
場
所
で
、
今 

も
残
っ
て
い
る
50

軒
あ
ま
り
の 

日
本
式
家
屋
や
日
韓
産
業
協
力
に 

よ
っ
て
発
足
し
た
ポ
ス
コ
浦
項
製 

鉄
所
に
も
訪
問
し
ま
す
。 

る
体
験
型
の
大
伽
耶
博
物
館
を
訪 

問
し
ま
す
。
日
本
の
製
鉄
技
術
は 

伽
耶
の
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
と 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 （
部
会
長 

政
木
） 

 

さ
ら
に
韓
国
の
旧
石
器
時
代
か 

ら
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
べ 

る
体
験
型
の
大
伽
耶
博
物
館
を
訪 

問
し
ま
す
。
日
本
の
製
鉄
技
術
は 

伽
耶
の
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
と 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 （
部
会
長 

政
木
） 

●
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会 ㏌

広
島 

日
時
：
９
月
21
日
（
土
） 

13:

00
～
17:

30 

主
管
：
広
島
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会 

 

会
場
：
広
島
大
学
教
育
学
部 

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山 

●
日
本
ユ
ネ
ス
コ
全
国
大
会 

in
新
居
浜 

日
時
：
11
月
23
日
（
土
） 

12:

30
～
17:

00 

（
受
付
開
始
11:

30
） 

会
場
：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

新
居
浜 

 

愛
媛
県
新
居
浜
市
前
田
町
6-

9 

大
会
参
加
費
一
般
６
，
０
０
０
円
、 

30
歳
以
下
３
，
０
０
０
円
、 

高
校
生
は
無
料 

情
報
交
換
会
は
同
会
場
18:

30
か
ら
。 

会
費
７
，
０
０
０
円 

（
事
務
局
長 

森
木
学
） 

 

私
」
に
つ
い
て
講
演
を
聞
き
ま
し

た
。 長

島
さ
ん
は
現
役
2
年
、
打
撃

投
手
12
年
（
〝
山
本
浩
二
の
恋
人

〟
と
も
言
わ
れ
た
）、
ス
コ
ア
ラ
ー

な
ど
勤
め
退
団
。
カ
ー
プ
球
団
の 

歩
み
や
苦
労
話
を
、
ク
イ
ズ
ゲ
ー 

ム
を
交
え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
た
中 

で
、
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
〝
万 

年
最
下
位
〟
と
言
わ
れ
た
広
島
東 

洋
カ
ー
プ
が
、
優
勝
を
争
う
〝
赤 

ヘ
ル
カ
ー
プ
〟
に
躍
進
で
き
た
の 

は
、
市
民
の
熱
い
応
援
と
、
球
団 

・
歴
代
監
督
の
「
体
力
づ
く
り
」 

「
あ
き
ら
め
な
い
勝
利
へ
の
執

念
」「
猛
特
訓
に
耐
え
る
」「
選
手
一 

丸
」
の
チ
ー
ム
作
り
に
あ
っ
た
と 

し
て
、
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。 

楽
し
い
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 （

広
報
部
会 

藤
川
） 

目
立
ち
、
国
際
色
豊
か
な
行
列
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
の
再
現
行
列
・
マ

ダ
ン
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

（ 

部
会
長 

政
木
） 

 

国
際
フ
ェ
ス
タ
は
、
国
際
交
流 

や
外
国
文
化
に
親
し
み
、
国
際
理 

解
を
深
め
る
た
め
に
２
０
０
０
年 

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本 

年
は
11
月
24
日
に
国
際
会
議
場
で 

開
催
さ
れ
ま
す
。
講
演
、
講
話
会
、 

諸
団
体
の
活
動
の
紹
介
や
バ
ザ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
し
て
は
、 

各
部
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
々 

な
活
動
を
写
真
・
ク
イ
ズ
・
画
像 

を
活
用
し
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

（
部
会
長 

政
木
） 

 

 当
協
会
参
与
・
山
本
隆
信
さ
ん
の 

訃
報
に
接
し
ま
し
た
。 

30

年
間
に
わ
た
る
役
員
と
し
て
の 

ご
貢
献
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
２
０
０
３

年
か
ら

6

年
間
の
事
務
局
長
在
任
中

の
、
調
整
・
企
画
力
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
さ
を
生
か
し
た
対
応
ぶ
り
は
、

我
々
の
力
強
い
拠
り
所
で
あ
り
ま
し

た
。 

 

03

年
の
協
会
設
立

30

周
年
に
お 

け
る
講
演
会
と
記
念
誌
の
発
刊
、
全 

国
か
ら

300

人
余
の
高
校
生
が
結
集
し 

た

05

年
の
全
国
高
校
ユ
ネ
ス
コ
研
究 

大
会
開
催
を
は
じ
め
、
手
が
け
ら
れ 

た
多
く
の
事
業
の
成
果
は
、
今
も
我
々 

の
指
針
で
す
。 

深
謝
多
謝
。
２
０
２
４
年

4

月

2 

日
ご
逝
去
。
享
年

87

歳
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
副
会
長 

古
田
碩
永
） 

国
際
フ
ェ
ス
タ 

８
・
15 

に
集
い 

 
被
爆
体
験
者
の
石
橋
さ
ん
（
歓
迎
幕
中
央
）
と
一
緒
に
記
念
撮
影 

 

広
島
平
和
学
習
に
訪
れ
た
杉
並
ユ
協
の
皆
さ
ん
（
写
真
㊤
）
と
、 

 

山
本
隆
信
さ
ん
を
偲
ぶ 

 

全
国
・中
国
（研
究
）大
会 


